
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た
っ
て 

 

平
成
十
七
年
九
月
二
日
・
三
日
、
第
十

一
回
全
国
棚
田(

千
枚
田)
サ
ミ
ッ
ト
を

開
催
し
て
か
ら
、
は
や
十
年
に
な
る
。 

鑑
み
る
と
、
現
地
見
学
会
で
は
サ
ミ
ッ

ト
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
地
域
住
民
が
立

ち
上
が
り
、
実
り
の
九
月
に
耕
運
機
で
田

ん
ぼ
の
代
掻
き
や
田
植
え
、
昔
の
脱
穀
、

ま
た
、
九
六
鍬
衆
に
扮
し
て
鍬
や
モ
ッ
コ

ウ
、
木
馬
を
使
っ
て
の
棚
田
造
成
等
々
の

実
演
、
ま
た
、
嫁
っ
こ
や
小
母
ぁ
の
湯
茶

の
接
待
、
小
学
児
童
に
よ
る
千
枚
田
野
外

学
習
の
現
地
発
表
な
ど
村
を
挙
げ
て
の

熱
い
熱
の
こ

も
っ
た
「
お
も

て
な
し
」
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
、

「
お
も
て
な

し
」
が
後
々
の

サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
の
現
地
見
学
会
の
お

手
本
と
も
な
り
、
語
り
草
と
も
な
っ
て
い

る
。 

 

連
谷
地
区
に
お
い
て
世
紀
来
の
大
イ

ベ
ン
ト
を
地
域
力
で
大
成
功
に
治
め
る

こ
と
が
で
き
た
。 

保
存
会
も
耕
作
農
地

に
囚
わ
れ
な
く
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
連

谷
地
区
、「
地
域
の
宝
」
と
位
置
づ
け
た
。

そ
の
一
つ
と
し
て
平
成
二
十
一
年
か
ら

五
年
間
、
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
環
境

活
動
・
学
習
推
進
事
業
」
の
採
択
を
受
け

各
種
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。 

環
境
活
動
で
は
灌
木
茂
る
方
瀬
の
根

道
、
与
良
木
の
隧
道
か
ら
方
瀬
、
稲
目
、

ま
た
、
松
下
の
見
通
し
が
悪
く
凍
て
つ
く

罵
頭
観
音
周
辺
の
整
備
等
々
、
地
域
全
般

に
渡
る
整
備
を
お
助
け
隊
主
導
で
住
民

共
々
実
施
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
活
動
は
引
き
続
き
、
自
治
区
の
交
付

金
の
採
択
に
よ
り
実
施
し
て
き
た
が
、
本

年
は
頂
け
な
く
「
む
ら
づ
く
り
」
は
休
止

に
至
っ
た
。 

 

ま
た
、
生
物
多
様
性
を
学
ぶ
と
題
し
、

自
然
観
察
会
、
稲
作
体
験
な
ど
、
都
市
交

流
の
一
環
と
し
た
活
動
も
多
く
実
施
、
こ

れ
ら
の
活
動
は
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。 

 

素
晴
ら
し
い
景
観
と
環
境
に
恵
ま
れ

た
千
枚
田
は
「
東
海
美
の
里
百
選
認
定
」、

「
田
園
自
然
再
生
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」
農

林
水
産
大
臣
賞
、
「
美
の
里
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
」
審
査
会
特
別
賞
な
ど
数
多
く
の

認
定
、
賞
を
賜
っ
て
い
る
。 

 

平
成
二
十
三
年
開
催
の
生
物
多
様
性

国
際
会
議(COP10)

に
お
い
て
は
、
愛
知

県
の
招
致
活
動
に
貢
献
、
同
会
議
の
エ
ク

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
会
場
と
し
て
世
界
各
地

か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
る
な
ど
、
「
日
本

の
顔
」
と
し
て
世
界
に
名
を
馳
せ
た
。 

 

千
枚
田
を
訪
れ
る
人
々
も
サ
ミ
ッ
ト

開
催
時
は
全
国
の
参
加
者
を
含
め
約
四

千
人
で
あ
っ
た
が
、
美
し
い
景
観
、
多
様

性
な
環
境
に
メ
デ
ィ
ア
も
頻
繁
に
取
り

上
げ
、
放
送
す
る
た
び
に
見
学
者
も
増
え
、

現
在
で
は
年
間
二
万
人
を
超
す
人
々
が

「
憩
い
」
、
「
癒
し
」
を
求
め
、
訪
れ
る

「
市
・
県
の
顔
」
と
し
て
ゆ
る
ぎ
な
い
地

位
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。 

 

世
間
面
に
は
知
名
度
も
上
が
り
、
大
勢

の
人
に
癒
し
、
憩
い
の
場
を
提
供
し
て
い

る
が
、
足
下
で
は
、
百
姓
達
は
「
他
所
か

ら
や
た
ら
に
大
勢
が
見
に
来
る
か
ら
、
ら

ん
ご
く
に
し
て
お
け
れ
ん
」、「
今
日
も
草

刈
雅
男
だ
」
と
、
年
に
七
回
も
八
回
も
草

刈
り
を
行
っ
た
り
、
施
設
保
全
管
理
、
イ

ベ
ン
ト
に
駆
り
出
さ
れ
た
り
、
只
で
も
厳

し
い
条
件
の
小
さ
な
段
々
田
ん
ぼ
に
、
嫌

で
も
、
我
慢
し
て
棚
田
の
保
全
を
し
て
い

る
の
が
実
状
で
あ
り
、
二
十
二
戸
の
百
姓

も
二
万
人
の
来
訪
者
か
ら 

「
大
変
で
す

ね
」
と
、
稀
に
聞
く
が
「
手
伝
い
ま
し
ょ

う
か
」
な
ぞ
と
は
腐
っ
て
も
聞
い
た
こ
と

は
な
い
が
、
作
り
笑
顔
で
応
じ
て
い
る
。 

 

喜
び
と
愚
痴
を
つ
ら
つ
ら
述
べ
た
が
、

サ
ミ
ッ
ト
開
催
か
ら
十
年
。「
地
域
の
宝
、

四
谷
の
千
枚
田
」
が
連
谷
地
区
に
も
た
ら

し
た
功
績
は
間
違
い
な
く
大
き
い
。
し
か

し
、
十
年
の
歳
月
は
誰
し
も
十
歳
、
年
を

食
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

サ
ミ
ッ
ト
を
成
功
さ
せ
た
あ
の
感
動

と
千
枚
田
が
取
り
持
つ
地
域
の
絆
を
も

う
一
度
、
再
確
認
す
る
た
め
「
サ
ミ
ッ
ト

開
催
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
九

月
五
日(

土)

、
午
前
十
時
か
ら
現
地
見
学

会(

自
由
参
加)

、
午
後
一
時
か
ら
連
谷
小

学
校
を
会
場
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。
地
域
発
展
の
た
め
、
収
穫
の
秋

で
忙
し
い
時
期
で
す
が
万
障
繰
り
合
わ

せ
の
う
え
、
大
勢
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。{

詳
細
は
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す}

 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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山
里
の
魅
力
創
造
社 

 
人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
む
三
河
山
間

地
域
に
お
い
て
、
観
光
客
数
の
増
加
に
よ

る
地
域
経
済
の
活
性
化
、
に
ぎ
わ
い
の
創

出
を
図
る
た
め
、
愛
知
県
で
は
、
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
紙
媒
体
等
様
々
な

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
現

地
の
魅
力
を
体
験
で
き
る
バ
ス
ツ
ア
ー

を
年
間
を
通
じ
運
行
、
三
河
山
間
地
の
魅

力
を
盛
り
上
げ
る
目
的
で
開
催
。 

 

「
あ
い
ち
の
山
里
で
暮
ら
そ
う
八
十
日

間
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
新
城
市
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
タ
ッ
フ
に
従
事
し
た
加
藤
夕
沙
さ
ん

と
一
般
参
加
者
四
十
名
が
七
月
三
日
、
千

枚
田
を
訪
問
し
、(

舜)

が
そ
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。 

第
六
回
中
部
環
境
先
進
五
市
サ
ミ
ッ

トin

根
羽
に
参
加
し
て 

 

七
月
七
日
、
長
野
県
根
羽
村 

老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
環
境
を
重
視
す

る
中
部
地
方
五
市(

多
治
見(T
)

、
安
城

(
A
)

、
新
城(S

)

、
掛
川(K

)

、
飯
田(

I)

の

市
長
サ
ミ
ッ
ト
が
当
番
市
の
安
城
が
水

源
地
で
あ
る
根
羽
村
を
会
場
に
「
水
源
地

の
安
定
的
な
供
給
が
森
林
整
備
と
保
全

の
恩
恵
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
供

給
を
守
る
た
め
、
流
域
に
関
わ
る
住
民
が

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
思
い
や
る
と
と
も

に
、
共
に
手
を
取
り
合
っ
て
持
続
可
能
な

流
域
社
会
の
形
成
を
目
指
す
た
め
、
「
水

環
境
の
保
全
と
流
域
社
会
の
持
続
可
能

な
発
展
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。 

 

新
城
市
で
は
水
源
の
涵
養
、
里
山
の
環

境
整
備
、
生
態
系
の
保
護
活
動
に
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
、
都
市
・
企
業
と
も

交
流
を
広
げ
て
い
る
事
例
と
し
て
「
四
谷

の
千
枚
田
」
を
題
材
に
パ
ネ
ル
な
ど
で
ア

ピ
ー
ル
し
た
。 

 

市
民
情
報
交
換
会
で(

舜)

は
、
木
材
の

低
迷
か
ら
森
林
が
放
置
化
さ
れ
、
湧
水
が

枯
渇
、
昭
和
四
十
年
頃
と
比
較
す
る
と
渇

水
期
の
河
川
水
は
三
分
の
一
と
、
危
機
的

状
況
で
あ
る
と
提
言
し
た
。 

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
と
ビ
オ
ト
ー
プ 

 

今
年
も
六
月
初
旬
か
ら
千
枚
田
の
周

辺
で
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵
が
見
ら

れ
た
。
平
成
十
四
年
に
保
存
会
が
造
成
し

た
ビ
オ
ト
ー
プ
に
親
子
観
察
会
の
折
、
モ

リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を

移
殖
、
記
念
に
植
え
た
ナ
ン
テ
ン
に
も
産

卵
が
見
ら
れ
た
し
、
昨
年
英
国
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が

取
材
し
た
杉
の
枝
に
も
産
卵
が
あ
っ
た
。

Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
連
日
撮
影
を
行
っ
た
新
城
市

最
大
の
繁
殖
地
が
植
林
さ
れ
、
産
卵
場
所

が
失
わ
れ
た
が
、
周
辺
で
の
個
体
数
の
増

加
は
な
か
っ
た
。 

 

ま
た
、
愛
知
県
第
一
号
の
小
水
力
発
電

装
置
の
貯
水
池
の
壁
面
に
四
個
体
の
産

卵
を
確
認
、
生
息
環
境
条
件
を
考
慮
し
、 

横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
が
取
り
組
む
生
物

多
様
性
活
動
の
一
環
と
し
て
造
成
し
た

ビ
オ
ト
ー
プ(

ふ
れ
あ
い
広
場
横)

に
社

員
の
手
で
移
殖
し
て
頂
い
た
。 

た
わ
ご
と 

 

十
一
日
、
七
月
に
な
っ
て
初
め
て
の
天

気
、
今
日
は
、
田
ん
ぼ
の
草
刈
り
だ
と
、

装
束
を
整
え
、
混
合
油
も
持
っ
て
バ
イ
ク

で
颯
爽
と
田
ん
ぼ
へ
、
何
か
変
だ
？
？
？ 

そ
う
だ
、
肝
心
要
の
草
刈
り
機
を
忘
れ
て

き
て
し
ま
っ
た
。
情
け
な
く
て
泣
く
に
も

泣
け
な
い
。
「
加
齢
性
痴
呆
症
」
と
自
己

診
断
し
た
。
と
ホ
ホ
・
・
・ 
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平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
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